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 （研究の目的等）  
本研究は新しい学習環境の可能性について考察しながら、それらについて得られた知
見を、本学の学習・研究と、学内の環境の向上に資するものとすることを目的とする。  












 狭隘化への対応については、その根本的な対応策の 1 つの案として、現在の北側駐車
場の部分に新しい図書館棟を建設する案を作成する事とした。計画案の作成にあたって
は、本学の設計監理を担当した坂倉建築研究所に確認を行い、設計に関しての基本的
な与条件の確認を行った。また、静岡県図書館大会に参加して得られた、首都圏や静岡
における大学図書館における最新の動向も参考にしながら空間形成のあり方について検
討した。また、地域産の木材の大規模な建築への使用法について調査するために、最新
の設計事例について、実際に東京木場の現地において建物管理者へのヒアリング調査を
含めて確認を行った。  
 一方利用促進の検討面では、学生の図書館利用の促進に関する他大学の図書館で
の実践例を、文献で調査した。さらに本学での実態を把握するために、授業での学生へ
のアンケートで、学生の図書館利用や情報探索の状況を調査した。この他に、やはり授業
で学生の書いた図書紹介文を紹介されている図書とともに、図書館の展示コーナーに展
示した。  
（得られた成果等） 
 本学の図書館の将来像を検討するにあたり、現在学内における建設可能地として残されている北側
駐車場の部分を利用して、現在の駐車スペースを概ね確保しながら、その上部に図書館を建設する可
能性を明らかにした。この図書館案では、学習のための空間のあり方とそこからの眺望を考察した結果
として、外装については天竜産の木材の使用を提案しており、浜松市における大学図書館としての特
徴を付与することと、図書館を利用する学生を中心とした来訪者にも、浜松市の重要なパートである天
竜とのつながりを視覚的、物理的な面から意識させることを提案した。 
 利用促進の検討からは、他大学の事例からも、学生への情報探索の指導を、2 つの段階で行われる
ことが好ましいと考えられる結果が得られた。第一段階は入学後すぐに行われるガイダンスである。第
二段階は、講義やゼミなどのレポート作成という明確な目的をもった学生に対する指導である。後者に
おいては、テーマごとに資料の特徴が異なっているため、グループでのガイダンスとともに個別に指導
できるよう環境が整備されている必要があると考えられる。 
 
 
